
 

 

※１ 老齢福祉年金 明治44年（1911年）４月１日以前に生まれた方で、または大正５年（1916年）４月

１日以前に生まれた方で、一定の要件を満たしている方が受けている年金です。 

※２ その他の合計所得金額 合計所得金額※３から課税年金収入に係る所得額を差し引いた額です。 

※３ 合計所得金額 「収入」から「必要経費など」を控除した額です。さらに「長期譲渡所得および短期譲

渡所得に係る特別控除額」を控除した額となります。 

    また、損失の繰越控除がある場合、繰越控除の適用前の額となります。 

● 税制が改正され給与所得控除と公的年金等控除がそれぞれ10万円引き下げられ、基礎控除額が10万円引

き上げられました。介護保険制度については、合計所得金額が調整されるため、この制度改正による影響で

介護保険料の所得段階が上がり、負担が増えることはありません。 

● 所得の少ない方の保険料を軽減するため、第1段階から第3段階の年額・保険料率について段階的に引き

下げをしています。 

所得段階 対象者 保険料率 年額 

第１段階 

・生活保護を受給している方 

・世帯全員が市町村民税非課税で老齢福祉年金
※１を受給している方 

・世帯全員が市町村民税非課税であって、本人

の前年のその他の合計所得金額※２と課税年

金収入額の合計が80万円以下の方 

軽減前 

基準額×0.50 

軽減後 

基準額×0.30 

軽減前 

33,690円 

軽減後 

20,210円 

第２段階 

・世帯全員が市町村民税非課税であって、本人

の前年のその他の合計所得金額と課税年金収

入額の合計が120万円以下の方 

軽減前 

基準額×0.75 

軽減後 

基準額×0.50 

軽減前 

50,530円 

軽減後 

33,690円 

第３段階 

・世帯全員が市町村民税非課税であって、本人

の前年のその他の合計所得金額と課税年金収

入額の合計が120万円を超える方 

軽減前 

基準額×0.75 

軽減後 

基準額×0.70 

軽減前 

50,530円 

軽減後 

47,160円 

第４段階 

・世帯の誰かに市町村民税が課税されている

が、本人は市町村民税非課税の方で、本人の

前年のその他の合計所得金額と課税年金収入

額の合計が80万円以下の方 

基準額×0.90 60,640円 

第５段階 

・世帯の誰かに市町村民税が課税されている

が、本人は市町村民税非課税の方で、本人の

前年のその他の合計所得金額と課税年金収入

額の合計が80万円を超える方 

基準額×1.00 

     

67,380円 

（基準額） 

第６段階 
・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金

額※３が120万円未満の方 
基準額×1.20 80,850円 

第７段階 
・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金

額が120万円以上210万円未満の方 
基準額×1.25 84,220円 

第８段階 
・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金

額が210万円以上320万円未満の方 
基準額×1.65 111,170円 

第９段階 
・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金

額が320万円以上400万円未満の方 
基準額×1.70 114,540円 

第10段階 
・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金

額が400万円以上600万円未満の方 
基準額×2.00 134,760円 

第11段階 
・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金

額が600万円以上の方 
基準額×2.20 148,230円 


